
業界初 3 次元 CAD/CAM システムを導入し脚光を浴びる。

「すべての基本は設計」という社長の信念のもと、高精度・短納期を実現。

会社プロフィール

所在地： 新潟県西蒲原郡中之口村高野宮 3283-1

資本金： 4,000万円

代表取締役： 賀井 治久

従業員数： 232人

事業内容： 金型製造と部品加工

ツバメックスは昭和 36 年に設立。当時は農機具メーカーが盛んな時代で、同社でもその金型を手がけていましたが、農機具は季節性に限られることからこれまでのノウハウを活かし新たな金型にトライしていきました。

昭和 46 年には自動車部品用金型の製造を開始。

11 年後には、2 億円を投資し 3 次元 CAD/CAM システム「CATIA」を導入しました。これは業界初の試みとなり、同業者や大手メーカーが注目しました。

現在、同社の心臓とも言える設計を担うのは 10 名。

行く行くは設計の自動化を考えていると賀意社長は言います。

ツバメックスでは｢高精度・短納期｣をお客様に提供するためには「設計がすべての基本」と考え、設計時間にいかにロスを無くすか、日々検討し力を注ぎます。

(1) 職人の町「燕市」から発信 
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同社のホームページは、幾度と更新が成されています。

常に現場の声を反映する、活きた情報を届けたいという同社のホームページは、社内でプロジェクトチームが結成され、各部署から 1 名ずつ有志が集まり制作されたものです。

開設の一番の目的は、新規開拓のツールとして活用することでした。

実績は現実のものとなり、今後も IT への期待が高まります。

また、社内だけに留まらず、燕市の商工会議所と燕地域の企業と共にプロジェクトを組み、平成 14 年、産地企業のネットワークによる共同受注事業を目的に「つばめプロシアムネット」を立ち上げました。

ツバメックスも幹事企業として参加しています。

現在、参加企業は約 100 社になり、機械設備・得意技術・得意商品を集結させ、共同受注を狙います。

洋食器で有名な燕市では、かつて製造業の 90 ％が手がけていましたが、現在では 4 社に減りました。

しかし、「燕三条＝洋食器の街」という印象だけは現在でも進行しています。

過去、洋食器に活かされてきた技術が現在では多様化し、様々な製品に活かされています。

燕市の産業を活性化させるためにも「つばめプロシアムネット」を窓口として新しい分野に参入していきたいと賀井社長は言います。

現在、引き合いは順調に伸び、「燕市」発の製品・部品が徐々に流通するようになりました。

(2) ツバメックスが目指すもの 

「超短納期」を目指すツバメックスの核となるのは設計です。

設計の時間をいかに短縮するかで「超短納期」が実現できると賀井社長は考えます。

現在同社では、年間 360 型を社内で手がけていますが、賀井社長の目標は今の人員で月 100 型を手がけることです。

実際、3 ヶ月で上げるはずの金型を 2 ヶ月で上げることに成功。

賀井社長の思い描く未来のツバメックスは必ず実現されるでしょう。

それは、賀井社長が長年培ってきた現場での経験が、未来を見据えた根拠あるものだからです。

そして、社員の前向きな取り組みと一人一人に蓄積されたノウハウ、そして IT との融合こそが、ツバメックスの未来を支えていくことでしょう。

（文： 株式会社エヌシーネットワーク　金澤　亜希子）

--------------------------------------------------------------------------------

【関連サイト URL】

株式会社ツバメックス： http://www.tsubamex.co.jp/
つばめプロシアムネット： http://tsubame.protium.jp/
株式会社エヌシーネットワーク： http://www.nc-net.or.jp/
